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経済学会会則

第l条 経済学会 (以下「本会」という。)は，龍谷大学経済学会と称し事務所を龍谷大学内に置く。

第2条 本会は， 経済学を 中心とする学術の研究促進とその普及を 目的とする。

第3条 本会は， 前条の目的を達成するため， 次の事業を行う。

(1) 研究会の開催 (3) 講演会の開催

(2) 機関誌その他の出版 (4) その他本会が適当と認める事業

第4条 本会は， 本会設立の主旨に賛同する次の会員をもって組織する。

(1) 名誉会員 学会評議員会において名誉会員と認定された者

(2) 普通会員 ① 龍谷大学経済学部の専任教員で、 本会の事業に関心を持つ者

② 龍谷大学専任教員のうち学会評議員会の承認を得た者

③ 龍谷大学経済学部卒業生及び龍谷大学大学院経済学研究科課程修了者

のうち会員資格の継続を希望する者

(3) 学生会員龍谷大学経済学部学生及び 大学院経済学研究科の学生

(4) 賛助会員 本会の事業を 賛助する者

会員は， 本会の諸事業に参加し， 本会の出版物の配布を受けることができる。

第5条 本会に， 全教員会員をもって評議員とする評議員会を置く。

評議員会は， 年間活動の策定 予決算の承認 役員の選出 会則の改正， その他本会の運営

に関する基本事項について議決する。

第6条 本会の運営 にかかわる日常業務には， 次の各号に定める役員によって構成される学会運営委

員会がこれに当たる。 ただし 必要に応じて副会長を置くことができる。 また， 編集長は， 編

集委員の互選により決定する。

(1)会 長 l 名

(2)編集 委 員 若干名

(3)庶務委員 l 名

(4)会 計委員 1 名

(5) 会計監査委員 1 名

第7条 役員は， すべて評議員中より互選し その任期はl 年とする。 ただし， 重任を妨げない。

第8条 本会の経費は， 会員， 事業収入， 寄付金， 及び龍谷大学からの助成金をもってこれに充てる。

会費は， 普通会員， 賛助会員については， 年額5，000円 (別に入会金2，000円)， 学生会員につ

いては年額3，000円(別に入会金2，000円)とする。

学 Aエ王、 評 議 員(A B CJII買)

伊 達j告 憲 。金 子 裕一郎 西 垣 泰 幸 。谷 直 樹

田 園 0加 藤 秀 弥 西 川 芳 昭 辻 田 素 子

原 田 太i幸男 川 元 康 西 本 秀 樹 0上 山 美 香

蛭 川 雅 之 0木 下 大 原 盛 樹 0若 山 琢 磨

0細 田 信 輔 0小 峯 敦 0佐々木 i享 I度 遺 正 英

兵 庫 也 。小 1頼 津 田 有希子

O李 態 研 クラフチック・マリウシュ 島 根 良 枝
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圭b 守句ー
日間 」ι

人的資本形成と消費税の経済成長

目 次

及び所得分配効果・・・・・・・・・・・…一..........一一-・・・…・・…...・….. 孫

家庭農場におけるGCT採用行為の空間依存分析

一一山東省の400戸家庭農場をモデルとして一一・・・・・・・・・・・・・・・・・・干

家庭農場の緑色防除技術採用に対するアプリを活用した

農業技術の普及方法の影響

山東省の400戸家庭農場をモデルとして一一・・・・・・・・・・・・・・・・・・干

玲 玲( 1 ) 

麗 麗( 17) 

麗 麗( 31 ) 

ラオスの初等教育の現状と諜題 内 田 拓 巳
郡別パネルデータ分析の結果より ・・・……ー・・・・…・ 一岩 本 航 大 (45 ) 

神 谷 祐 介



January 2021 59 

2020年度経済学会評議員総会

( 2020年6月1 7 1] ・Teamsオンライン会議)

1. 2019年度事業報告について

(1 ) 学会誌「龍谷大 学経済学論集」発行

第59巻第l号 松岡憲司教授退職記念号(2019年 II月25 日 発行)

第四巻第2 号(2020年 3月31日 発行)

[参考 20 18年度]

第58巻第l号(2019年 l月18日 発行)

(2) 学 生論集発行

第62 号(2020年 3月12 日 発行)

(3) 学 生へ の補助

① 学 生研究活動助成

13編( 専任・論文l本)

3編( 専任・論文l本)

4 編( 専任・論文l本)

8 m霜

[給付型 7 月募集]

[成果表彰型 12 月募集]

助成件数 19 件

助成件数 0 件

② 経済学 部ゼミナール連合 会へ の助成

(4) 他大 学等との学会誌交換

2019年度発行分 の他大学等へ の 送付件数 212 件
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2. 2019年度会計決算報告について

く一般 会計〉

収入 の部 2019/4/ 1 �2020/3/ 31 

項 目 内 訳 20 19年度 予算

新入生 会員 費 2 ，740 ，000 

在学生 会員 費 7 ，050 ，000 

教職 員会員費 33名(内新入会員 l名) 167 ，000 

賛助会 員 費 。

雑収入 。

定期預 金 取り崩し 。

定期預金 利息 。
(普通預金分 )

当年度収入額 9 ，957 ，000 

前年 度繰越 金 37 ，755 ，337 

前期末前受金 2019年度会費 2 ，740 ，000 

前受金 2020 年度入 学者 3，000 ，000 

47 ，972 ，337 

項目説明

VoL 60 No. 1 . 2 

(単位 円)

2019年度決算 増減

2 ，740 ，000 。

5 ，394 ，000 -1，656 ，000 

167 ，000 。

。 。

。 。

。 。

1 ，106 1，106 

8，302 ，106 1，654 ，894 

37 ，481，337 274 ，000 

2 ，740 ，000 。

2 ，900 ，000 -100 ，000 

45 ，94 3，44 3 -2 ，028，894 

前期末前受金 2019年度入学 生分が2018年度末に入金されるため20 18年度 の収入

前 受金 2020年度入学者分が2019年度末に入 金されるため20 19年度 の収入

(特別 会計(定期預金) )

前年 度繰越 金 (定期預金期首残高 )

定期預金利息 収入

次年度繰越 金 (定期預金期末残高 )

(単位:円)

19 ，407 ，6 80 

5 36 

19 ，408，216 
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支出 の音1) (単位 . 円)

項 日 2019年 度 予算 2019年度決算 増 減
且寸Aー. 正zz〉、 さJl.士L、 Yプ交じ fï 費

印 席IJ 費 2 ，000 ，000 5 39 ，726 1，460 ，274 

原 稿 料 800 ，000 312 ，500 -487 ，500 

査 ユ百冗土; ヰヰ 200 ，000 40 ，000 -160 ，000 

守王 原 稿 羽。ーョ田 纂 T�' 30 ，000 2 3，000 一7 ，000

iブFじQ 送 費 100 ，000 90 ，890 9 ，110 

業
:主子とん iz〉z、 i舌 動 費

講 f寅 メZLZ 費 300 ，000 134 ，566 165 ，4 34 

費 学 生 論 集 費 1，500 ，000 725 ，400 一774 ，600

教育・ 研究センター活動 費

運 営 費 100 ，0000 。 -100 ，000 

車交 材ー 作 !五 費 500 ，0000 。 -500 ，000 

計 5 ，5 30 ，000 1 ，866 ，082 3，66 3，918 

学 生 研 究活 動 助 成 費 3，200 ，000 1，947 ，70 3 -1，252 ，297 
研

そ の 他 (懸賞論 文)究 。 。 。
i舌 十主ι 生 活 動 費 500 ，000 。 500 ，000 
費
動

3，700 ，000 1，947 ，70 3 1，752 ，297 

耗 費 50 ，000 998 49 ，002 

通 費 70 ，000 。 70 ，000 
事 主佐 費 -400 ，000 務費

400 ，000 。
iZ王〉、 議 資 60 ，000 。 60 ，000 

言十 580 ，000 998 579 ，002 

予備費 (指定 寄付 金) 986 ，000 560 ，000 426 ，000 

当 年 !支 支 出 額 10 ，796 ，000 4 ，374 ，783 6 ，421，217 

特別 会計(定期預 金) へ繰入 。 。 。

次年度繰越 金(普通預金残高) 40 ，729 ，660 41，56 8，660 839 ，000 

ぷ仁〉1、 言|戸 51，525 ，660 45 ，94 3，44 3 5 ，582 ，217 
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2019年度 支出の部 明細 (単位 円)

学会誌発行費 教育・研究センター活動費
(印刷費) (運営費)

1 2. 1 9  『経済学論集 』第59巻第1 号 。
(松岡憲司教授退職記念号) (教材作成ff)印刷代 450音11 539，726 。

539，726 
教育・研究センター費計 。(原稿料)

1 2.24 『経済学論集 』第59巻第l号 研究活動費
(松岡憲司教授退職記念号) (学生研究活動助成費)

!京稿料1 0件 31 2，500 6. 24 平成31 年度経済学部ゼミナール連合会

31 2，500 への援助金 31 3，307 
1 1 .  5 201 9年度 経済学会学生研究活動助成(原稿編纂料) 61牛 840，000 

2.28 『経済学論集 』第59巻第1 . 2号 1 .  27 201 9年度 経済学会学生研究活動助成
及び『学生論集 』第62号 1 0  1� 653，446 
欧文タイトルチエ1ク 1 .  29 2019年度 経済学会学生研究活動助成
@1 ，000円x 23本 23，000 l 件 1 8，030 

計 23，000 2. 3 201 9年度 経済学会学生研究活動助成
(査読料) 2件 1 22，920 

3. 2 『経済学論集 』第59巻第2号 音| 1 ，947，703 
査読料 4件 40，000 (学生活動資)

40，000 。
(発送費) (その他)

1 0. 7 『経 済学論集 』第59巻第l号 計 。
著者とのやりとり-著者への発送費等切手

5，200 研究活動費言| 1 ，947，703 

2. 26 『経済学論集 』第59巻第1 . 2号 事務費
他大学発送用レターパックライト21 3件、 (消耗品費)
海外発送}I] tJ)手8件 85，690 1 2.23 投稿時使用USB 1 6GB 1 本 998 

90，890 計 998 

学会誌発行資計 1 ，006，1 1 6  (通信資)

学会活動費 。
(講演会費) (雑誌()

5. 8 経済学会講演会(517)講師謝礼 交通費 。
36，233 

(会議資)
7. 4 経済学会講演会(7/3)講師謝礼 33，333 。

1 1.25 経済学会講演会(1 1 /25)講師謝礼 50，000 
1 2. 1 6  経済学会講演会(1 2/9)講師謝礼 15，000 事務費計 998 

1 34，566 予備費
(学生論集 費) 7. 1 6  振替起案1'](阿佐l記念経済学部

2. 27 『経済学論集一学生論集 一』第62号 積立金事業への支援金) 560，000 

執筆謝礼 560，000 

図書カード@2万円x 81'1分 1 60，000 合計 4，374，783 
3. 1 1  「経済学論集 学生論集 』第62c号 特別会計

I:DfJil]代 200音11 565，400 
総合 計 4，374，783 

百| 725，400 

学会活動資計 859，966 
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3. 2019年度会計監査報告について (略)

4. 2020年度新規入会について

な し

5. 2020年度事業計画(案)について

(1 ) 学生へ の補助

① 学生研究活動助成

給付型助 成 6月下旬募集 開始予 定

成果表彰型助成 1 2月中旬募集 開始予 定

(2) 研究- 講演会

(3) 学会誌「龍谷大学経済学論集 J発行

第60巻第l号

(4) 学生論集発行

① 応募資格 。 本学経済学 部在学生及び 201 9年度卒業生

② 内容 経済学などに関する論文、 調査、研究ノート、 書評など

(共同研究、 ゼミ対抗討論会の まとめでも良い)

③ 締切(予 定) ・ 2020年1 2月 9日(水)

④ 発行(予 定) ・ 2021 年3 月1 8日(木) [卒業式]

※ 指導教員の 指導を受けた後に 指導教員の推薦書を添付の上で提出

(5) その他

63 



64 

!t.)!.. 文 Aιþ、 正〉、 _E三ij:î l円寸�Ä:B主

小i頼 一殿

拝啓

経済学論集

令和2年度援助金のお願い

VoL 60 No. 1 . 2 

令和 2年11月 2日

経済学 部ゼミナール連合会

代表 植村 香南

晩秋の 候、 ますます御健勝の こととお慶び申し 上げます。 平素は格別の お引き立てをいただ

き、 厚く御礼1'13し 上げます。

この 度 、 令和 2年 度経済学 部ゼミナール連合会 運営の ため、 下記のとおり学会 援助金をお願い

し たく存じます。

経済学 部ゼミナール連合会の発展と、 円滑ーな運営の ために助力の ほどどうぞよろし くお願い致

し ます。

敬具

言己

令手口 2年 度年間予算計画

収入 の部 支出の部

学 部教育補助費 ￥1 00， 000 スポーツ大会費用 ￥ 0  

学会 援助金 ￥ 504， 077 研究報告会 賞品 ￥ 270， 000 

校友会助成金 ￥ 50， 000 懇親会費用 ￥ 0  

親和会助成金 ￥ 50， 000 その他研究報告会 関連 ￥ 650， 000 

その他繰越金 ￥ 23 5， 923 ゼミ連運営費用 ￥ 20， 000 

総 計 ￥ 940， 000 総計 ￥ 940， 000 

経済学 部ゼミナール対抗研究報告会

優勝発表ゼミナール 備考
の 1�半日口日

￥ 270， 000 
※l位。￥ 50， 000、 2位ー￥30，000、3位。￥10，000

オンライン対応費用 ￥ 600， 000 オンライン環境整備、 機材等

運営費 ￥ 50， 000 その他運営費

言十 ￥ 920， 000 
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経済学 部ゼミナール連合会 運営費 用

コピーカード1000ポイント相 当 ￥1 0， 000 

プリンターインク ￥10，000 

文具(コピー用 紙も含む) ￥ 0  

清掃用 具 ￥ 0  

処分費(ゼミ連教室内の 破損備品) ￥ 0  

￥20，00 0 

経済学 部ゼミナール連合会の 今年 度 の 活動 を行うため、 学会 援助金とし て ￥ 504， 077学 部教育

補助費とし て ￥100， 000を助成いただきたく存じます。 ご検討頂きますよう、 どうぞ宜し くお願

い致し ます。

以上

担 当:経済学 部ゼミナール連合会

財務部門

財務管理担 当 浦島 愛

佐々木千紘
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6. 2020年度予算(案)について

く一般 会 計〉

収入 の音1) 2020/4/1 �2021 /3 /3 1 

項 目 内 言R 2020年度予算

新入生会員 費 2， 900，000 

在学生会員 費 1，743名 5， 229，000 

教職 員会員 費 33 名 167， 000 

賛助会員 費 。

雑収入 。

定期預金取り崩し 。

定期預金利息 1， 106 
(普通預金分 )

当年度収入額 8， 297， 106 

前年度繰 越金 41， 56 8，660 

前期末前受金 2020年度 会費 2， 900， 000 

前受金 2021年度入学者 3，000，000 

4 9， 965，766 

項目説明
2020年度入学生分

2020年度入学を除く在学生

Vol. 60 No. 1 . 2 

(単位 円)

2019年度決算 増減

2，740， 000 160，000 

5，3 94，000 1 65，000 

167，000 

。 。 i

。 。

。 。

1， 106 。

8，3 02， 106 5， 000 

37，481，337 4， 087，3 23 

-2，740， 000 1 60，000 

2， 900，000 100， 000 

45， 943，443 4，022，3 23 

新入生会員費

在学生会員費

前受金

前期 末前 受金

2021年度入学者分が2020年度末に入金されるため2020年度 の収入

2020年度入学生分が201 9年度末に入金されるため2019 年度 の収入

〈特別会 計(定期預金) ) 

前年度繰越金(定期預金期首残高)

定期預金利息収入

次年度繰越 金(定 期預金期末残高)

(単位 :円)

1 9，407， 6 80 

53 6 

1 9，4 08， 216 
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支出 の部 (単位 : 円)

項 目 2020年 度予算 2 019年 度決算 増 減

学 izz 〉、 三防土し、 発 行 費

E:D 席リ 費 2，000，000 53 9，72 6 1，460，274 

原、 稿 本1- 800，000 312，500 487， 500 

査 号日土7L 本1- 200，000 40，000 1 60，000 

事 原 稿 編 纂 料 3 0，000 23，000 7，000 

発 送 費 100，000 90，8 90 9，110 

業
寸λLー ぷヱ玉〉、 活 動 費

講 演 izz 〉、 費 300，000 134， 566 165，434 

費 学 生 吾日4間3、 集 費 1，500，000 72 5，400 774， 600 

教育・ 研究センター活動費

運 戸邑旦，

費 100，000 。 100，000 

教 材 作 成 費 500，000 。 500，000 

5， 530，000 1， 866，082 3， 663， 918 

研
学 生研 究活 動 助 成費 3，200，000 1， 947，703 1，252，2 97 

"プ4L2 そ の他 (懸賞論 文) 。 。 。
活

学 生 活 動 費 500，000 。 500，000 動
費

計 3，700，000 1， 947，703 1，752，2 97 

I向 キ毛 費 50， 000 998 49，002 

通 費 70，000 。 70，000 
事 奈佐 費務費

400，000 。 400，000 

izz 〉、 議 費 60， 000 。 60，000 

58 0， 000 998 579，002 

予 令指 費 4，000，000 560，000 3，440，000 

当 年 度 支 出 額 13， 810，000 4，374，783 9，43 5， 217 

特別 会 計(定 期 預金) へ繰入 。 。 。

次年 度繰越金(普通預金残高) 3 6，1 55，766 41， 56 8， 660 -5，412，8 94 

之口〉、 計 49 ，965，766 45， 943，443 4，022，323 



68 経 済 学 論 集 Vol. 60 No. 1・ 2

7. 2020年度役員(案)について

正zz〉、 長 ノj、 瀬
高リ ぷZ3〉Z、 長 庶務委員が兼務

庶務 委 員 若 山 琢 磨

会 計 委 員 オづ" 態 研
会計 監査委員 細 田 信 車ilf

編 集 委員 加 藤 秀 弥 (委員長)

佐々木 淳
金 子 裕一郎

木 下

小 峯 敦

谷 直 樹

松 島 泰 勝

上 山 美 香

8. その他
(1) 龍谷大学経済学部の 教育事業に対する支援について

( 2 ) I r新 型コロナウイルス対応 学生 支援募金』へ のご支援のお願い」 について
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